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1. 業績の推移とその内容、そして今後

業績の推移

現在のB/S （不動産、貸金、その他）
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（単位：億円）

取引先 資産種別（貸金は担保） 総資産 借入 メザニン借入 自己資本 税前利益 (※) 税前利益/自己資本（％）

マ ル ハ ン 、 ガ イ ア 長期賃貸不動産 36.9 18.5 12.3 6.1 2.1 34.43%

三 菱 ふ そ う 長期賃貸不動産 74.6 55.0 10.1 9.5 2.0 21.05%

パ チ ン コ ホ ー ル 短期貸付金（不動産および設備担保） 13.5 － 　－ 13.5 1.3 9.63%

そ の 他 短期貸付金（不動産担保） 2.5 － 　－ 2.5 0.2 8.00%

127.5 73.5 22.4 31.6 5.6 17.72%　合　　計

※　税前利益は、売上から減価償却費、固都税、支払利息を控除した価額 

（単位：百万円）

2014.3 （実績） 2015.3 （実績） 2016.3 （実績） 2017.3 （実績） 2018.3 （実績） 2019.3 (予測 ) 2020.3 （中計）

売 上 高 1,267 888 567 418 552 1,050 1,750

営 業 利 益 35 120 133 115 165 610 1,250

経 常 利 益 6 -46 59 85 35 420 1,000

純 利 益 -525 -48 113 154 409 340 800



2. 当社の見ている市場と差別化（とりあえずP向けオフバランスのみ）

パチンコホール向けオフバランス市場

・ 1店舗当たり ： 土地5-30憶円、建物10-20億円、合計15-50億円

・ 既存店舗数 ： 10,000店舗

※ 日本中のすべての店舗をオフバランスすると15-50兆円、

仮に最大のシェアが20％とすれば 3～10兆円のオフバランスが現実的な目指すべき数字となる。

・ 総投資額に対する税前利益は6％ （ グロス10％－固都税0.5％－減価償却費2％－金利1.5％＝6.0％ ）

・ 総投資額に対する税前利益は、最大で1800～6000億円ということになる！

差別化（なぜ当社だけがこうした事業ができるのか？競合他社の状況は？）

・ 競合他社：上場会社では1社（本業は製造業）、未公開会社では我々の知りうる競合は4-8社で存在し、調達に限界がある

・ 差別化：

①パチンコという文化を尊重しており、この業界に特化している・・・顧客に共感を得ることができる

②顧客が多い・・・オペレータの代替を可能にしている

③パチンコホールを静態資産としてではなくて、企業価値として見ている・・・貸金ができるので、早めに囲い込みができる

④必要投資が巨額である・・・業界リスクが高いと認識されていることもあり、参入障壁が高い
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パチンコホール向けオフバランス事業の実際
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 新規の出店（既存店舗も歓迎）に際し、当社グループが事業用地等の不動産を購入し、ホール側はテナントとして店舗運営。

 新規出店時は初期投資の抑制、既存店舗オフバランスは資金効率をあげ、ROE向上に資する。

 当社は、長期賃貸借契約に基づき、安定収益資産として保有。契約満了後の転用も視野に入れている。

2018年1月に12億3000万円にて取得後、新規出店
を行うガイア社と20年間の事業用定期借地契約にて賃
貸している。

ホール企業

新規出店
用地

賃料（地代）

JALCO 
ホールディングス

グループ

不動産取得

新規出店時の
資金負担軽減

事業用定期借地契約（10年~20年）

新規出店

新規出店ペー
スの加速

オフバランス
による

財務体質改善

長期契約による
安定収益

他業種より高い
利回り

銀行借入による
レバレッジ効果



3. メイン3事業と新規2事業
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① 不動産事業→積極的な資産取得を継続
- 従前の不動産賃貸に加えて、宅建業及び不動産特定共同事業の許可の取得を前提として、

長期資産の流動化・現金化に対応できる体制を整える。

② 貸金事業
- M&A等による事業との相乗効果を見込む案件に注力する。

ソーシャルレンディングの投資家に販売できる、優良貸付債権の残高を増やす。

③ ソーシャルレンディング事業
- 自助努力に加えて、証券会社・金融機関・富裕層を取り込んでいるメディアやサイトと協力して

顧客開拓を進める。

④ M&A・コンサルティングおよび運用事業
- 貸付の実行や不動産の取得等のリスクを取り、顧客のニーズに応えられるコンサル

ティングを行う。

⑤ アミューズメント周辺機器事業
- 不動産のみならず周辺機器を取り扱うことにより、ワンストップにてパチンコホール企業に、総合

的且つ金融商社的なサービスができる体制を整える。



4. 当社の目指しているところ
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金融における新価値の創造により、個人金融資産の受け皿となり、
企業価値の拡大と社会への貢献を果たす。

企業理念

顧客ニーズ発 → 最新の税務および会社法等の理解と研究 →
新ビジネスの創出 → 汎用化

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ

ソーシャ
ルレン

ディング

信託化

不動産特
定共同事
業法

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾂｰﾙ

アミューズメント事業： 新規店舗、既存店舗、
再生店舗等を含めた事業資産の全て
（ローン債権、のれんも含む）

アミューズメント事業以外の長期安定事業資産

ﾋﾞｼﾞﾈｽの対象



5. 添付資料

5-1.ゲーミング市場

パチンコ市場の規模がいかに大きいか？を数字で実感していただくための資料

（参考）インターネット記事より

2013年 世界カジノ市場合計 20～25兆円

（主な市場：マカオ4.6兆円、ラスベガス0.66兆円、シンガポール0.62兆円）

5-2.パチンコホール業界の主な指標

パチンコ企業と店舗を評価するには、不動産のみの静態観測ではなく、動態観測も

必要であるとご理解いただくための資料

5-3.ホール経営企業倒産状況

企業がなくなるというよりは大手に吸収されている現状をご理解いただくための資料
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5-1. ゲーミング市場（パチンコ市場の規模がいかに大きいか？）
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出所：一般社団法人パチンコ・トラスティ・ボード



5-2. パチンコホール業界の主な指標（動態観測で見るべき業界）
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出所：一般社団法人パチンコ・トラスティ・ボード



5-3. ホール経営企業倒産状況（合従連衡の必然性）
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出所：一般社団法人パチンコ・トラスティ・ボード



【将来予測に関する記述等についてのご注意】

• 本資料にて開示されているデータや将来予測は、本資料発表当日現在の判断や入
手可能な情報に基づき、当社が判断した内容であり、潜在的リスクおよび不確実性
が含まれております。これらの目標や予想の達成および将来の業績を保証するもの
ではございません。

• 記載の情報は、今後予告なしに変更されることがあります。
• 本情報および資料の利用は、利用者の判断によって行って下さいますようお願い致

します。

IRの問い合わせ先：管理本部 松島、谷田部

Mail: ir@jalco-hd.com
TEL: 050-5536-9824
FAX: 03-3274-5237


